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令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
注
目

３月
定例会

　３月定例会は、２月14日から３月14日ま
での29日間、開催されました。
　市長提出案件は議案22件、報告１件、委
員会提出案件は発委案２件で、それぞれ慎
重な審議が行われました。
　審議結果は、22及び23ページに掲載して
います。

令和５年度令和５年度
当初予算に注目当初予算に注目

　

２
月
27
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
り
、
令
和
５
年

度
当
初
予
算
の
審
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
主
な
質
疑
を
要

約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
業
務
委

託
の
増
額
理
由
は
。

　
　

３
２
８
４
万
１
千
円
の
増
額

の
主
な
要
因
は
、
老
朽
化
し
た
布

佐
ル
ー
ト
の
バ
ス
１
台
の
購
入
、

【
令
和
５
年
度
当
初
予
算
】

■
一
般
会
計

問答う
も
の
。
予
算
と
し
て
は
、
一
戸

当
た
り
月
２
万
５
千
円
の
補
助
を

12
カ
月
×
５
人
分
で
あ
る
。

　
　
学
校
プ
ー
ル
開
放
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
は
学
校
プ
ー
ル

を
活
用
し
て
の
開
放
で
は
な
く
、

民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
て
実
施
す

る
。
変
更
理
由
と
し
て
は
、
学
校

プ
ー
ル
や
そ
の
附
帯
設
備
の
老
朽

化
、
天
候
に
よ
る
影
響
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
な
ど
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
対
象
者
は
小
中
学

生
約
１
万
１
千
人
が
２
回
ず
つ
利

用
で
き
る
予
算
を
計
上
し
た
。
対

象
の
民
間
プ
ー
ル
は
、
印
西
温
水

セ
ン
タ
ー
等
の
３
者
で
あ
る
。

　
　

伴
走
型
相
談
支
援
及
び
出

産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
一
体

的
実
施
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

妊
産
婦
等
の
面
談
相
談
に
対

応
す
る
た
め
の
経
費
の
他
、
出
産

応
援
給
付
金
、
子
育
て
応
援
給
付

金
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
給
付
す
る

た
め
の
経
費
１
億
２
千
万
円
を
計

上
し
た
。
妊
娠
届
出
者
１
２
０
０

人
、
出
生
し
た
新
生
児
１
２
０
０

問答問答

ま
た
、
令
和
５
年
度
遅
延
対
策
の

た
め
に
運
行
時
刻
改
正
を
行
う
に

あ
た
り
、
車
両
を
２
台
購
入
す
る

費
用
及
び
乗
務
員
増
に
よ
る
人
件

費
で
あ
る
。

　
　
個
人
の
市
民
税
の
増
額
理
由

は
。

　
　

納
税
義
務
者
数
の
増
を
見
込

ん
で
お
り
、
令
和
４
年
度
当
初
予

算
で
は
５
万
３
７
０
０
人
。
５
年

度
は
５
万
５
千
人
と
積
算
し
た
。

　
　
介
護
人
材
育
成
事
業　
外
国

人
人
材
家
賃
補
助
１
５
０
万
円
の

内
容
は
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
、
外
国
人

介
護
職
員
の
た
め
に
借
家
等
を
借

り
上
げ
、
そ
の
家
賃
を
支
払
っ
て

い
る
介
護
事
業
所
を
運
営
し
て
い

る
法
人
に
対
し
、
家
賃
補
助
を
行

問答問答人
を
対
象
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
規
事
業
で
、
不
育
症
治
療

な
ど
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
医

療
保
険
適
用
外
の
検
査
費
及
び
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
。
助
成
額
は

１
治
療
期
間
の
対
象
経
費
の
２
分

の
１
相
当
額
と
し
、
１
回
当
た
り

30
万
円
を
限
度
と
す
る
予
定
。

　
　
通
学
支
援
に
要
す
る
経
費
の

通
学
費
補
助
金
１
６
２
万
円
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

通
学
時
に
路
線
バ
ス
を
利
用

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
定
期
乗
車
券
分
を
全
額
補
助
す

る
事
業
を
開
始
す
る
。
補
助
対
象

者
は
45
人
を
想
定
し
た
。

　
　
小
学
校
・
中
学
校　
施
設
整

備
改
修
事
業
「
特
別
教
室
、
配
膳

室
及
び
体
育
館
に
お
け
る
空
調
設

備
設
置
調
査
・
基
本
設
計
業
務
委

託
」
の
内
容
は
。

　
　

小
中
学
校
の
特
別
教
室
、
管

理
諸
室
、
配
膳
室
等
、
全
て
の
学

校
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

体
育
館
に
つ
い
て
も
同
様
に
整
備

す
る
た
め
の
基
本
設
計
及
び
現
地

問答問答問答

� （単位：千円、％）

会計区分 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率

一般会計 49,120,000 45,320,000 3,800,000 8.4

特別会計 17,739,796 16,680,620 1,059,176 6.3

国民健康保険特別会計 10,368,121 9,584,954 783,167 8.2

介護保険特別会計 6,260,273 6,010,890 249,383 4.1

後期高齢者医療特別会計 1,111,402 1,084,776 26,626 2.5

企業会計 4,728,434 4,756,591 △28,157 △0.6

水道事業会計 1,079,382 1,013,694 65,688 6.5

下水道事業会計 3,649,052 3,742,897 △93,845 △2.5

71,588,230 66,757,211 4,831,019 7.2

予
算
の
審
査

�

予
算
審
査
常
任
委
員
会

消防団運営活動に要する経費........... 1億512万7千円
消防団車両管理に要する経費..................383万3千円
防火水槽整備事業.................................... 2,041万3千円
市操法大会に要する経費.............................55万6千円
消防施設維持管理に要する経費................. 6,296万円
消防団配備車両整備事業....................... 3,526万4千円

学校給食事務費............................................................................ 5,591万円
牧の原学校給食センター事業..................................... 4億8,745万2千円
学校給食センター整備事業........................................ 22億9,891万7千円
中央学校給食センター事業..............................................9億457万7千円
印旛学校給食センター事業..............................................3億896万5千円

消防体制の維持・拡充消防体制の維持・拡充子どもたちの健やかな体を育む子どもたちの健やかな体を育む

住みよさ実感都市住みよさ実感都市　　ずっとずっと　　このまちこのまち　　いんざいでいんざいで
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議案第１号 令和４年度印西市一般会計補正予算（第７号）

１．歳入歳出予算の補正
補正前の額 補正額 補正後の額

477億5,546万2千円 1億5,350万7千円 479億896万9千円

【内容】　伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体的実施事業（1億5,350万7千円）
　　　　妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施に要する給付金を増額。

【財源】　国庫支出金：出産・子育て応援給付金　1億321万6千円
　　　　県 支 出 金：出産・子育て応援給付金　2,514万5千円

２．繰越明許費
事業名 金額

伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体的実施事業 1億5,143万9千円

【繰越明許費とは】�歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わらせない
見込みのあるものについて、予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用する経費をいいます。

臨時会 　令和５年第１回臨時会は、１月19日に開催されました。

　市長提出議案は１件で、慎重な審議が行われ全会一致で可決となりました。

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
審
査
・
審
議
／
第
１
回
臨
時
会

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
注
目

令和４年度補正予算
� 予算審査常任委員会による審査
　２月24日に委員10人出席のもと審査を実施しました。

■�

一
般
会
計�

（
補
正
予
算
第
８
号
）

■�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

（
補
正
予
算
第
３
号
）

■
特
別
会
計

■�

介
護
保
険
特
別
会
計�

（
補
正
予
算
第
３
号
）

■�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計�

（
補
正
予
算
第
２
号
）

12
億
７
７
０
５
万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
４
９
１
億�

８
６
０
２
万
２
千
円
。

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立

金
約
20
億
円
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　

今
後
検
討
す
る
こ
と
と
な

る
追
加
の
公
共
施
設
整
備
に
係

る
財
源
と
し
て
備
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
決
算
余

剰
金
（
12
億
１
７
４
５
万
９
千

円
）
を
含
め
、
令
和
４
年
度
は

20
億
円
を
積
み
立
て
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
固
定
資
産
税
７
億
67
万
１�

千
円
の
増
額
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

償
却
資
産
に
係
る
固
定
資

産
の
増
で
、
３
法
人
合
計
の
金

額
。

　
　
民
間
保
育
園
等
運
営
費
支

援
事
業
１
０
０
万
円
、
学
童
ク

ラ
ブ
に
要
す
る
経
費
３
０
０
万

円
の
繰
越
明
許
費
の
内
容
を
伺

う
。

　
　

送
迎
バ
ス
へ
の
安
全
装
置

の
義
務
化
に
伴
い
、
安
全
装
置

装
備
の
経
費
と
し
て
民
間
保
育

問答問答問答

６
５
７
０
万
１
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
98
億
１
２
７
２
万�

６
千
円
。

34
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
は
63
億
１
１
１
５
万
２
千

円
。

４
３
６
万
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
10
億
８
１
６
１
万�

３
千
円
。

園
等
の
バ
ス
１
台
当
た
り
20
万

円
の
５
台
分
を
見
込
み
１
０
０�

万
円
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
１

台
当
た
り
20
万
円
の
15
台
分
３�

０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
た
も

の
。

調
査
を
す
る
委
託
費
で
あ
り
、
整

備
手
法
や
工
期
等
に
つ
い
て
も
基

本
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
特
別
支
援
教
育
事
業
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か
な
支
援
と
あ
る

が
説
明
を
求
め
る
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童

生
徒
に
対
す
る
予
算
と
し
て
、
委

託
料
３
９
７
万
８
千
円
で
医
療
的

ケ
ア
看
護
師
を
配
置
。
ま
た
発
達

相
談
で
は
、
ウ
ィ
ス
ク
・
フ
ォ
ー

（
※
）
の
検
査
経
費
を
計
上
し
た
。

※
知
能
検
査
の
一
つ
。
世
界
各
地

で
発
達
障
が
い
の
診
断
や
サ
ポ
ー

ト
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
営
農
継
続
特
別
給
付
金
事
業

の
内
容
を
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
特
別
に
実
施
す

る
事
業
で
あ
る
。
農
業
経
営
の
継

続
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
。
給
付
金
と
し

て
１
億
１
３
６
５
万
円
を
計
上
し

た
。

　

対
象
者
は
、
申
請
率
80
％
の
８�

０
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。
農
業

販
売
収
入
額
の
５
％
が
給
付
金
の

額
と
な
り
、
最
高
で
50
万
円
。
申

請
受
付
は
６
月
中
旬
か
ら
10
月
末

ま
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

　
　
傷
病
手
当
金
１
８
３
万
円
と
は
。

　
　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
５

年
５
月
７
日
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
休
職
さ
れ

た
方
を
対
象
に
支
給
す
る
。

　
　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
１
３�

５
６
万
９
千
円
の
増
額
理
由
は
。

　
　

主
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
伸
び
の
影
響
が
大
き
い
。

　
　
被
保
険
者
人
数
等
は
。

　
　

１
万
１
０
６
２
名
。
う
ち
、

障
害
認
定
の
被
保
険
者
は
25
名
。

　
　
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
は
。

　
　

動
力
費
が
１
０
２
０
万
円
増
。

　
　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
の
実
施
内
容
は
。

　
　

管
路
改
築
更
新
工
事
を
小
倉

台
、
い
に
は
野
の
２
地
区
に
、
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
改
修
工
事
を
市
内
35

基
予
定
し
て
い
る
。

■
特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問答■
介
護
保
険
特
別
会
計

問答■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問答■
企
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

問答■
下
水
道
事
業
会
計

問答

多目的水田農業推進事業...................................................... 1億2,399万4千円
営農継続特別給付金事業...................................................... 1億2,083万1千円

公園緑地維持管理費.................................. 10億7,470万5千円
（主な事業：松山下公園施設の改修・実施設計）

農業経営への支援農業経営への支援

公園の適切な維持管理の推進公園の適切な維持管理の推進

電子行政推進に要する経費.............. 8,299万8千円

ICTを活用し行政のICTを活用し行政の
電子化・情報化の推進電子化・情報化の推進

市ホームページのAI（人工知能）が
手続きや制度などの質問に回答

質問して
くだサイ
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一
般
質
問会

派
代
表
質
問

お知らせ
会議録はこちらから。

◀パソコン版
� スマホ版▶

我
が
市
政
を
問
う

一 般 質 問一 般 質 問
　定例会では、２月15日から２月20日に会派代表質問・個
人質問が行われ、市政全般に対して活発な議論が展開され
ました。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したものです。

《一般質問とは》
　議員が市政の方針や考え方を市長などに聞くものです。

１．松尾 　榮子 ････････P13

２．稲葉 　　健 ････････P13

３．浅沼 美弥子 ････････P14

４．近藤 　瑞枝 ････････P14

５．伊藤 　真一 ････････P15

１．創　　　進（小川 　利彦）････････････････････････････P７

２．響（ひびき）（金丸 　和史）････････････････････････････P８

３．新　　　政（軍司 　俊紀）････････････････････････････P９

４．公　明　党（藤江 　研一）････････････････････････････P10

５．日本共産党（山田 喜代子）････････････････････････････P11

６．至　　　誠（藤代 　武雄）････････････････････････････P12

６．松本 有利子 ････････P15

７．増田 　葉子 ････････P16

８．海老原 作一 ････････P16

９．柿原 　健一 ････････P17

個人質問

会派代表質問

上記の二次元コードを読みとると、
各議員の一般質問の動画をご覧いただけます お知らせ

問

答

農業政策について
総合的な支援策を実施する

「創進」小川 利彦 議員

を
実
施
す
る
。

再
質
問　
印
旛
地
区
及
び
本
埜
地

区
へ
の
運
行
等
に
つ
い
て

答
弁　
令
和
７
年
度
に
ル
ー
ト
全

体
の
再
編
を
行
い
、
両
地
区
の
ル

ー
ト
の
拡
充
を
す
る
。

質
問
５　
市
内
の
雨
水
の
排
水
問

題
に
つ
い
て

都
市
建
設
部
長　
市
内
の
道
路
排

水
等
は
、
道
路
冠
水
の
原
因
と
な

る
集
水
桝
や
道
路
側
溝
等
の
清
掃

な
ど
、
状
況
を
確
認
し
て
維
持
管

理
に
努
め
て
お
り
、
準
用
河
川
で

あ
る
松
虫
川
は
法
面
部
分
の
除
草

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

質
問
６　
大
規
模
公
立
小
中
学
校

の
今
後
に
つ
い
て

教
育
部
長　
市
内
の
全
小
中
学
校

で
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備

と
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
第
二
次
印
西
市
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
策
定
に

向
け
、
学
校
適
正
配
置
審
議
会
に

お
い
て
審
議
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
学
校

選
択
制
の
導
入
や
分
離
・
新
設
を

検
討
す
る
が
、
ま
ず
は
、
学
校
施

設
の
増
改
築
で
対
応
す
る
。

質
問
１　
農
業
者
へ
の
新
た
な
支

援
策
の
給
付
対
象
者
や
給
付
額
に

つ
い
て

環
境
経
済
部
長　
令
和
４
年
の
農

産
物
の
販
売
金
額
が
20
万
円
以
上

あ
る
農
業
者
に
、
50
万
円
を
上
限

と
し
て
販
売
金
額
の
５
パ
ー
セ
ン

ト
相
当
の
給
付
金
を
交
付
す
る
。

質
問
２　
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

環
境
経
済
部
長　
情
報
提
供
が
あ

っ
た
場
合
は
、
市
職

員
が
現
地
に
て
状
況

を
確
認
し
、
作
業
員

な
ど
か
ら
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
把
握
し

た
内
容
を
千
葉
県
印

旛
地
域
振
興
事
務
所

や
印
西
警
察
署
な
ど

の
関
係
機
関
へ
情
報

提
供
を
す
る
。

質
問
３　

有
害
鳥
獣

対
策
の
今
後
に
つ
い

て環
境
経
済
部
長　

印

西
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
等
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
効
果

的
な
対
策
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら

は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
創

設
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
体
制
強

化
を
図
る
。

質
問
４　
市
内
公
共
交
通
施
策
に

つ
い
て

企
画
財
政
部
長　
ふ
れ
あ
い
バ
ス

は
、
令
和
５
年
度
に
遅
延
対
策
と

し
て
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
そ
の

後
、
令
和
７
年
度
に
利
便
性
の
向

上
を
目
的
と
し
た
ル
ー
ト
の
再
編
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議会だよりを「マチイロ」で！

会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

お知らせ

政務活動費収支報告書は
市役所の行政資料コーナーまたはこちら。

問

答

認知症条例の検討を
事業推進に支障なく検討してない

「新政」軍司 俊紀 議員

と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

認
知
症
高
齢
者
が
日
常
生
活
に
お

け
る
偶
発
的
な
事
故
で
法
律
上
の

損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合

の
、「
認
知
症
高
齢
者
等
あ
ん
し

ん
補
償
事
業
」
の
導
入
を
市
で
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
制
度
と

し
て
、
補
償
制
度
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
市
で
は
、
事

故
が
起
き
て
か
ら
、
関
係
者
と
の

連
絡
調
整
な
ど
の
他
に
、
偶
発
的

な
事
故
を
引
き
起
こ
さ
な
い
環
境

づ
く
り
や
、
地
域
の
見
守
り
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
認
知
症
と

と
も
に
生
き
る
地
域
を
創
生
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と

対
応
方
法
の
周
知
に
努
め
た
い
。

質
問
２　
（
仮
称
）
に
ぎ
わ
い
の

広
場
事
業
に
つ
い
て　
地
元
へ
の

説
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

市
長　
日
本
デ
キ
シ
ー
跡
地
で
あ

る
木
下
駅
南
口
公
共
用
地
は
「
木

下
駅
南
口
公
共
用
地
活
用
検
討
方

針
」
に
基
づ
き
、
早
期
に
活
用
で

き
る
よ
う
整
備
を
行
う
。

質
問
１　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

認
知
症
の
人
が
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故

を
起
こ
し
て
も
、
本
人
や
家
族
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
認
知

症
条
例
の
検
討
を
し
な
い
の
か
。

市
長　
市
の
認
知
症
施
策
推
進
大

綱
及
び
認
知
症
総
合
支
援
事
業
要

綱
に
は
、
認
知
症
施
策
の
目
指
す

姿
や
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
、
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は

支
障
が
な
い
こ
と
か
ら
、
認
知
症

条
例
の
制
定
は
検
討
し
て
い
な

い
。

再
質
問　
他
市
で
は
認
知
症
の
方

が
関
わ
っ
た
重
大
事
故
が
、
認
知

症
条
例
の
制
定
の
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を

考
え
る
と
早
急
に
認
知
症
条
例
を

制
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
ま
ず
は
、
市
民
の
皆

様
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
認
知
症
と
共
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
の

事
業
を
進
め
な
が
ら
、
認
知
症
条

例
制
定
を
見
す
え
て
、
参
加
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

再
質
問　
事
件
や
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
。
認
知
症
高
齢
者

で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
等
に
な
る
。

質
問
３　
在
宅
避
難
を
し
て
い
る

場
合
の
把
握
方
法
は
。

総
務
部
長　

避
難
所
に
行
っ
て

「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
に
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
。

再
質
問　
非
常
事
態
の
場
合
、
わ

ざ
わ
ざ
出
向
か
ず
、
自
主
防
災
組

織
等
の
代
表
が
代
理
提
出
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

答
弁　
安
否
確
認
が
前
提
と
な
る

が
、
非
常
事
態
の
場
合
は
指
摘
ど

お
り
で
問
題
な
い
。

再
質
問　
不
足
し
て
い
る
物
資
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
伝
達
す
る

の
か
。

答
弁　
避
難
所
運
営
委
員
会
を
各

避
難
所
に
設
置
し
、
そ
こ
に
出
席

す
る
代
表
者
に
よ
り
伝
達
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。

質
問
４　
「
道
徳
教
育
」
に
つ
い

て
は
、
授
業
内
容
は
ど
の
よ
う
に

決
定
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

指
導
計
画
に
基
づ
き
、

指
導
し
て
い
る
。
小
学
校
低
学
年

で
19
項
目
、
中
学
校
と
小
学
校
高

学
年
で
20
項
目
あ
り
、
全
て
を
取

り
上
げ
て
い
る
。

再
質
問　
指
導
す
る
立
場
の
教
員

は
い
る
の
か
。

答
弁　
各
学
校
に
道
徳
教
育
推
進

教
師
を
配
置
し
、
ま
た
、
印
西
市

で
は
「
授
業
実
践
研
修
会
」
を
年

３
回
独
自
に
行
っ
て
い
る
。

質
問
５　
学
校
内
の
清
掃
の
実
施

状
況
は
。

教
育
長　
一
部
を
除
い
て
は
日
常

の
清
掃
等
は
児
童
・
生
徒
と
教
職

員
が
行
っ
て
い
る
。

再
質
問　
教
職
員
は
本
来
の
業
務

に
専
念
す
る
べ
き
で
あ
り
、
他
の

公
的
施
設
と
同
じ
く
外
部
に
委
託

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
教
職
員
等
の
負
担
軽

減
等
の
観
点
か
ら
、
業
務
委
託
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問
１　

以
前
か
ら
質

問
し
て
い
る
「
管
理
認

定
制
度
」「
マ
ン
シ
ョ
ン

適
正
評
価
制
度
」
に
つ

い
て
進
展
は
あ
る
か
。

市
長　

管
理
認
定
制
度

に
つ
い
て
は
、
印
西
市

と
し
て
計
画
を
策
定
す

る
た
め
令
和
５
年
度
に

市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
実
態
調
査
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

質
問
２　

電
気
自
動
車

充
電
設
備
設
置
補
助
金

等
を
比
較
す
る
と
差
が

生
じ
て
い
な
い
か
。

市
長　

令
和
5
年
度
に

同
補
助
金
を
拡
充
予
定

問
答 集
合
住
宅
と
戸
建
て
の
補
助
比
較
は

令
和
５
年
度
に
ほ
ぼ
同
等
に
な
る
予
定

「
響
（
ひ
び
き
）」
金
丸 

和
史 

議
員

分譲マンションについて、令和５年度に実態調査を予定

４ ２２（土）中央駅前地域交流館
５ ２２（月）サザンプラザ
７ ２２（土）中央駅前地域交流館
９ （金）フレンドリープラザ

時間： ： ～ ：

申 印西南部地域包括支援センター
☎

オレンジカフェほっとはあと

４ ３０（日）本埜公民館
５ ０（土）滝野小学校
７ （日）牧の原地域交流センター
９ （月）安食ト杭集会所

時間 ： ～ ：

申 本埜地域包括支援センター
☎

オレンジカフェもとの

（金）そうふけふれあいの里★
６ ２４（土）ふれあい文化館★
７ ２１（金）原青年館
９ ３０（土）船穂 ☆

時間 ☆９：３０～ ：３０
★ ： ～ ：

申 船穂地域包括支援センター
☎

ふれあいオレンジカフェ

６ １０（土）文化ホール
７ ８（土）小林牧の里東集会所

時間 ： ～ ：

申 印西北部地域包括支援センター
☎

オレンジカフェ はな

（金）吉田地区構造改善センター
（木）ふれあいセンターいんば

９ ２（火）岩戸地区構造改善センター

時間 ： ～ ：

申 印旛地域包括支援センター
☎

オレンジカフェよりみち

【お問い合わせ】

各地域包括支援センター

または高齢者福祉課包括支援係

（☎ ）

「オレンジカフェ」は、認知症の方、ご家族、認知症について知りたい方、何かお手伝いしたい方
などが集まり、楽しく交流しながら認知症について知るための集いの場です。
印西市では、５か所の地域包括支援センターが工夫をこらした内容で、みなさまの参加をお待ち
しています。お話を聞くだけでも、お茶を飲むだけでも大丈夫。お気軽にお越しください。

令和５年度 上半期の開催予定

お住いの地区にかかわらず、

どこのカフェでも参加できます。

参加費は１００円～３００円です。

担当の地域包括支援センターに、

お電話でお申込みください。

認知症カフェ
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会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

お知らせ

請願・陳情書の提出ができます。
詳細はこちら。お知らせ

令和５年第２回定例会で予定している一般質問は
５月30日（火）以降、ホームページに掲載します。

問

答

子育て支援は保育士の増員でこそ
現状把握し国への要望は検討する

「日本共産党」山田 喜代子 議員

の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
登
録
制

度
の
効
果
や
課
題
等
を
整
理
し
て

い
き
た
い
。

質
問
３　
子
ど
も
の
学
習
支
援
の

場
所
を
増
や
し
て
。

　
生
活
が
困
難
な
家
庭
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
小
・
中
・
高
生
の
学

習
支
援
の
場
所
は
中
央
公
民
館
、

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
だ
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
希
望
の
多
い
牧
の
原
駅

圏
に
も
設
置
を
求
め
る
も
の
だ
。

考
え
は
あ
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　
牧
の
原
駅
圏

で
の
実
施
希
望
が
あ
る
こ
と
か
ら

検
討
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

質
問
４　
新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
に

際
し
て
、
次
の
緊
急
提
言
①
「
高

齢
者
施
設
職
員
の
定
期
・
頻
回
検

査
を
行
う
こ
と
」
②
「
在
宅
コ
ロ

ナ
患
者
と
家
族
を
守
る
支
援
を
す

る
こ
と
」を
す
る
。
市
の
見
解
は
。

市
長　
①
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県

が
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
②
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
が

医
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓

口
や
自
宅
療
養
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
対
応
し
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
１　
保
育
士
の
労
働
環
境
の

改
善
を
早
急
に
求
め
る
も
の
だ
。

１
人
の
保
育
士
が
受
け
持
て
る
子

ど
も
の
数
は
０
歳
児
３
人
、
１
～

２
歳
児
６
人
、
３
歳
児
20
人
、
４

～
５
歳
児
30
人
だ
。
75
年
前
に
制

定
さ
れ
た
日
本
の
配
置
基
準
は
国

際
的
に
も
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
り
現

実
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
だ
。
子
ど

も
の
育
つ
環
境
や
保
育
士
の
職
場

の
環
境
改
善
は
急
務
だ
。
早
急
に

増
員
を
求
め
る
。
市
は
国
に
対
し

て
配
置
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
保
育
士
の
労
働
環
境
及
び

園
児
の
保
育
環
境
の
改
善
に
努
め

る
。

質
問
２　
終
の
住
処
と
考
え
て
い

る
印
西
市
で
、
安
心
し
て
死
を
迎

え
た
い
。
身
寄
り
の
無
い
人
が
希

望
す
る
情
報
を
市
に
登
録
し
、
亡

く
な
っ
た
後
に
市
が
そ
の
情
報
を

も
と
に
葬
儀
、
埋
葬
を
行
う
も
の

で
横
須
賀
市
が
実
施
し
て
い
る
。

市
も
横
須
賀
市
に
倣
い
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
市
民
の
終
活
に
つ
い

て
の
思
い
や
不
安
な
ど
の
ニ
ー
ズ

簡
素
化
、
郵
送
交
付
は
で
き
な
い

か
。

福
祉
部
長　
令
和
５
年
４
月
１
日

以
降
利
用
で
き
る
パ
ス
を
、
３
月

下
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
準
備
中
。

質
問
２　
市
内
の
児
童
・
生
徒
数

増
加
に
対
応
し
た
校
舎
・
学
童
ク

ラ
ブ
等
の
設
置
、
増
設
は
。

教
育
長　
児
童
・
生
徒
が
増
加
し

て
も
教
室
が
不
足
し
な
い
よ
う
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

市
長　
現
在
３
年
生
の
一
部
及
び

４
年
生
以
上
の
生
徒
が
待
機
と
な

っ
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

ま
ず
は
低
学
年
の
児
童
の
受
け
皿

確
保
に
努
め
た
い
。
現
在
、
原
小

学
校
の
図
書
室
改
修
を
予
定
し
、

図
書
室
と
併
用
し
た
学
童
ク
ラ
ブ

整
備
を
進
め
て
い
る
。

再
質
問　
印
西
市
学
校
適
正
配
置

審
議
会
の
答
申
案
の
概
要
は
。

教
育
部
長　

大
規
模
校
の
対
応

は
、
現
時
点
で
は
原
則
と
し
て
学

校
選
択
制
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
通
学
区
域
の
見
直
し
を
検
討

し
、
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
い
場

合
は
、分
離
・
新
設
を
検
討
す
る
。

そ
の
間
、
教
室
が
不
足
す
る
場
合

は
、
増
改
築
で
対
応
す
る
。

質
問
３　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
と
利
用
促
進
は
。

市
長　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
な
ど

を
発
行
す
る
手
数
料
を
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
３
年
間
、
現
在
の

２
０
０
円
か
ら
50
円
に
引
き
下

げ
、
普
及
・
利
用
促
進
を
図
る
。

質
問
４　
市
で
管
理
す
る
公
園
の

ト
イ
レ
の
早
急
な
リ
フ
ォ
ー
ム
、

定
期
的
清
掃
の
実
施
は
。

都
市
建
設
部
長　
22
カ
所
の
公
園

に
ト
イ
レ
が
あ
り
、
業
務
委
託
に

よ
る
週
１
回
の
清
掃
と
必
要
な
修

繕
に
努
め
て
い
る
。

再
質
問　
公
園
整
備
や
清
掃
へ
の

十
分
な
予
算
確
保
は
。

答
弁　
調
査
研
究
し
、
公
園
の
保

全
整
備
に
努
め
た
い
。

質
問
１　

ふ
れ
あ
い
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な

い
印
旛
地
域
で
は
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
が
利
用
で

き
な
い
と
不
満
を
募
ら

せ
て
い
る
。
同
地
域
で

の
運
行
を
検
討
で
き
な

い
か
。

市
長　

令
和
７
年
度
に

ル
ー
ト
全
体
の
再
編
を

行
う
予
定
で
、
印
旛
地

区
、
本
埜
地
区
に
力
点

を
置
き
、
地
域
差
の
解

消
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問　

シ
ル
バ
ー
パ

ス
更
新
や
更
新
後
の
パ

ス
入
手
で
、
市
役
所
に

出
向
か
な
い
よ
う
手
続

問
答 印
旛
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
は

力
点
を
置
き
、
地
域
差
の
解
消
を
図
る

「
公
明
党
」
藤
江 

研
一 

議
員

ふれあいバスのルート再編、地域差解消に高まる期待。どうする

保育士を増やして安心な保育を
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質
問
１　
（
仮
称
）
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
複
合
施
設
に
つ

い
て
、
子
育
て
支
援
機
能
は
特
に

ど
ん
な
点
に
配
慮
し
て
い
る
か
。

市
長　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の『
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
』、

児
童
館
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴

走
型
相
談
支
援
機
能
を
強
化
す
る
。

再
質
問　

一
般
成
人
、
高
齢
者
の

た
め
の
保
健
、
福
祉
機
能
は
。

福
祉
部
長　

健
康
診
査
や
相
談
、

が
ん
検
診
等
を
実
施
す
る
「
保
健

質
問
１　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
分
類
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
５

月
８
日
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み

の
５
類
に
引
き
下
げ
る
方
針
を
決

め
た
。
こ
の
事
は
単
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
行

動
制
限
の
解
除
や
マ
ス
ク
着
用

等
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
な
く
私

達
の
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
面
で
影

響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。そ
こ
で
、

今
回
は
生
活
す
る
上
で
の
影
響
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
ず
は
、
庁
舎
及

び
公
共
施
設
の
感
染
症
対
策
に
変

更
が
あ
る
か
。

総
務
部
長　

５
類
へ
の
引
き
下
げ

後
の
対
応
は
、
今
後
の
感
染
症
対

策
の
状
況
を
注
視
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

質
問
２　

小
中
学
校
の
生
活
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

教
育
長　

子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用

に
つ
い
て
は
４
月
１
日
以
降
「
学

校
教
育
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
な
い

セ
ン
タ
ー
」、
福
祉
に
関
す
る
相

談
を
包
括
的
に
受
け
る
「
福
祉
の

相
談
窓
口
」、「
南
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。

再
質
問　

現
在
本
庁
で
実
施
さ
れ

て
い
る
各
種
行
政
相
談
事
業
を
新

施
設
内
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

市
民
部
長　

法
律
相
談
等
の
市
民

合
同
相
談
に
つ
い
て
、
実
施
日
を

決
め
実
施
す
る
方
向
で
進
め
る
。

再
質
問　

芸
術
ホ
ー
ル
や
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
音
楽
会
や
美
術
展

に
十
分
対
応
で
き
る
仕
様
か
。

教
育
部
長　

対
応
で
き
る
十
分
な

性
能
の
仕
様
と
し
て
い
る
。

質
問
２　

市
民
が
安
心
・
安
全
に

森
の
緑
や
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
、

以
前
か
ら
質
問
し
て
い
る
草
深
の

森
の
ト
イ
レ
、
休
憩
所
の
整
備
へ

の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

環
境
に
配
慮
し

た
木
造
・
浄
化
槽
型
の
男
女
水
洗

ト
イ
レ
と
、
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン
チ

を
予
定
。
５
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
年
度
内
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

こ
と
を
基
本
と
す
る
」
等
と
し
て

い
る
。感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

着
用
を
促
す
な
ど
学
校
で
判
断
す

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

給
食
等
は
現
在
、換
気
を
徹
底
し
、

概
ね
１
ｍ
以
上
の
身
体
的
距
離
を

確
保
し
た
上
で
会
話
を
可
能
と
し

て
い
る
。
学
校
行
事
は
現
在
も
積

極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
た
め
変
更
は
な
い
。
学
校
の
臨

時
休
業
の
判
断
は
現
在
も
学
校
ご

と
に
、
学
校
医
と
相
談
し
、
校
長

が
判
断
し
て
お
り
変
更
は
な
い
。

個人質問

個人質問

問

問

中
央
駅
圏
複
合
施
設
の
各
機
能
は

５
類
に
な
る
と
生
活
は
ど
う
変
わ
る
か

答
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
等
を
充
実

答
今
後
の
状
況
を
注
視
し
、
適
正
に
対
応

松
尾 

榮
子 

議
員

稲
葉 
健 

議
員

会
派
代
表
質
問

個
人
質
問

日
々
の
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る

と
聞
く
。
市
道
・
生
活
道
路
の
改

修
の
必
要
性
は
。

都
市
建
設
部
長　
町
内
会
等
か
ら

の
要
望
が
多
く
、
全
て
に
は
対
応

で
き
て
い
な
い
。
要
望
内
容
に
応

じ
て
、予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問
３　
市
街
化
区
域
の
小
中
学

校
の
大
規
模
化
と
一
部
地
域
で
の

小
規
模
化
が
同
時
に
進
ん
で
い

る
。
例
え
ば
、
全
市
の
子
ど
も
た

ち
の
多
様
な
学
習
機
会
と
の
観
点

か
ら
、
市
街
化
調
整
区
域
に
立
地

す
る
小
中
学
校
で
の
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
た
先
端
的
な
教
育
環
境

の
整
備
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
前
述
の
と
お
り
大
規
模
化
と

小
規
模
化
が
同
時
に
進
む
状
況
へ

の
認
識
は
。

教
育
長　
大
規
模
化
も
小
規
模
化

も
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
・
条

件
に
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
る
。
よ

り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育

の
質
の
向
上
に
向
け
、
審
議
会
に

て
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
方

針
を
審
議
し
て
い
る
。

質
問
４　
社
会
変
化
を
踏
ま
え
た

生
涯
学
習
の
意
義
・
目
的
・
役
割

は
。

教
育
長　
意
義
は
生
き
が
い
や
自

己
実
現
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

目
的
は
地
域
へ
の
愛
着
や
地
域
づ

く
り
へ
の
社
会
参
画
。
役
割
は
新

し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、

学
習
成
果
を
日
常
生
活
に
生
か

し
、
学
び
の
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
で
あ
る
。

質
問
５　
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習

支
援
に
お
け
る
社
会
教
育
機
関
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
。

教
育
長　
市
民
が
生
涯
を
通
じ
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
地
域
課
題
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
学
習
拠

点
や
、
ま
ち
や
人
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
有
す
る
。

質
問
１　

印
西
市
は
利
便
性
の

高
い
都
市
と
自
然
豊
か
な
里
山

が
隣
接
す
る
稀
有
な
自
治
体
で

あ
る
。
市
街
化
区
域
に
住
む
市

民
の
方
々
と
、
自
然
と
の
多
様

な
接
点
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
、
新
し
い
豊
か
さ
に
向
け
て

は
重
要
と
考
え
る
。
市
に
お
け

る
市
街
化
調
整
区
域
の
位
置
付

け
・
役
割
は
何
か
。

市
長　

主
産
業
で
あ
る
農
業
振

興
と
里
山
の
豊
か
な
自
然
を
有

す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
市
民
に

憩
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
場

で
あ
る
。

質
問
２　

市
民
の
方
々
か
ら

は
、
半
世
紀
以
上
前
に
整
備
さ

れ
た
道
路
は
痛
み
が
ひ
ど
く

問
答 市
街
化
調
整
区
域
の
位
置
付
け
・
役
割

豊
か
な
自
然
に
よ
る
憩
い
安
ら
ぎ
の
場

「
至
誠
」
藤
代 

武
雄 

議
員

市街化調整区域の里山に位置する豊かな田園の風景

（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設完成予想図

※�実際の外観と異なる�※�実際の外観と異なる�
場合があります場合があります

感染症法上の分類
１類
２類
３類
４類
５類

エボラ出血熱、ペスト など
結核、SARS など
コレラ、細菌性赤痢 など
狂犬病、サル痘 など
季節性インフルエンザ など

新型コロナ

感染症法上の分類
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質
問　

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

健
康
子
ど
も
部
長　
「
水
痘
・
帯
状

疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」に
よ
る
感
染
症
。

国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る
と
80

歳
ま
で
に
、
３
人
に
１
人
が
経
験

す
る
と
推
定
。
治
癒
後
も
痛
み
が

３
カ
月
以
上
続
く
「
帯
状
疱
疹
神

経
痛
」
は
10
％
か
ら
20
％
。

再
質
問　

激
し
い
痛
み
か
ら
始
ま

り
、
帯
状
に
水
疱
を
伴
う
赤
い
発

疹
。
神
経
痛
が
残
る
こ
と
も
あ
る

厄
介
な
病
気
だ
。
予
防
す
る
た
め

の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
状
況
は
。

答
弁　
「
水
痘
ワ
ク
チ
ン
」
の
50
歳

以
上
の
使
用
は
２
０
１
６
年
３
月

よ
り
任
意
接
種
と
し
て
開
始
。「
乾

燥
組
み
換
え
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
」

質
問
１　

市
民
団
体
Ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｅ　

Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
は
令
和
３
年
６
月
か

ら
市
内
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ
の

無
償
生
理
用
品
設
置
・
補
充
を
行

っ
て
お
り
、
現
在
13
カ
所
と
な
っ

た
。
ま
た
、
市
内
27
校
・
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

寄
贈
も
続
け
て
い
る
。
生
理
の
貧

困
問
題
は
、
当
市
が
取
り
組
む
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
関
わ
る
課
題
で
あ

る
。
本
庁
の
ト
イ
レ
に
も
設
置
を

許
可
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

設
置
の
方
向
で
検
討
す
る
。

質
問
２　

令
和
３
年
第
２
回
定
例

会
か
ら
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
申

告
無
し
で
使
用
可
能
な
生
理
用
品

の
設
置
を
求
め
て
き
た
。
市
は
モ

デ
ル
校
の
実
証
実
験
を
経
て
、
令

和
４
年
10
月
か
ら
市
内
全
校
で
の

設
置
を
開
始
し
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

小
学
校
は
４
年
生
か
ら

６
年
生
の
児
童
、
中
学
校
は
各
学

年
の
生
徒
が
主
に
使
用
す
る
女
子

ト
イ
レ
内
の
洗
面
所
付
近
に
設
置

は
20
年
１
月
か
ら
50
歳
以
上
を
対

象
に
使
用
可
能
。

再
質
問　

２
種
類
あ
る
が
任
意
接

種
の
た
め
全
額
自
己
負
担
。
生
ワ

ク
チ
ン
は
１
回
接
種
で
約
１
万
円
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
で

約
４
万
円
。ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

発
症
率
を
低
下
さ
せ
、
重

症
化
を
予
防
す
る
効
果
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
安
全
性
に
つ
い
て
も

特
段
の
懸
念
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　

２
０
２
３
年
１
月
現
在

全
国
57
自
治
体
で
公
費
助
成
を
実

施
。
半
年
前
の
31
自
治
体
か
ら
増

加
中
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公

費
助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁　

予
防
目
的
と
し
て
効
果
が

あ
る
ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
市
内
の
任

意
接
種
状
況
や
市
の
予
防
接
種
部

会
の
医
師
の
意
見
、
国
等
の
動
向

等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

し
て
お
り
、
利
用
カ
ー
ド
等
の
提

出
は
求
め
て
い
な
い
。

再
質
問　

利
用
状
況
か
ら
ど
の
よ

う
に
考
察
し
て
い
る
か
。

答
弁　

使
用
数
に
は
差
が
あ
る
も

の
の
ど
の
学
校
で
も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
必
要
性
に
応
じ
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
規
模
や
地
域
性
か
ら
は
顕
著

な
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
関
連
性
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

再
質
問　

課
題
は
な
に
か
。

答
弁　

児
童
生
徒
の
困
り
ご
と
や

悩
み
を
把
握
す
る
方
法
の
工
夫
、

保
健
指
導
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

個人質問

個人質問

問

問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
考
え
は

市
役
所
本
庁
に
無
償
生
理
用
品
設
置
を

答
任
意
接
種
状
況
、
国
等
の
動
向
を
注
視

答
設
置
す
る
方
向
で
検
討
す
る

浅
沼 

美
弥
子 

議
員

近
藤 

瑞
枝 

議
員

質
問
１　

市
と
し
て
の
農
業
支
援

に
つ
い
て
は
。

市
長　

現
在
、
多
く
の
農
家
の
皆

さ
ん
が
燃
料
費
等
の
高
騰
に
よ

り
、
農
業
経
費
が
増
大
し
、
経
営

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
本
定
例
会
に
新
た
な
支
援
策

の
関
連
予
算
を
上
程
し
て
い
る
。

質
問
２　

今
後
、
家
族
農
業
が
存

続
し
て
い
け
る
か
。市
の
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長　

小
規
模
で
の
農

業
経
営
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
も

の
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

バ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　

ふ
れ
あ
い
バ
ス

は
、
令
和
７
年
度
に
利
便
性
の
向

上
を
目
的
と
す
る
全
体
ル
ー
ト
の

再
編
を
実
施
の
考
え
が
あ
り
、
令

和
５
年
度
に
は
、
運
行
ル
ー
ト
を

含
め
た
運
行
計
画
を
作
成
す
る
。

再
質
問　

市
民
か
ら
は
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
増
便
、
目
的
地
ま
で
の
時

間
短
縮
の
要
望
を
多
く
伺
う
。
人

が
集
中
し
て
い
る
時
間
帯
の
バ
ス

の
本
数
を
増
や
す
、
ま
た
市
街
地

循
環
ル
ー
ト
な
ど
も
運
行
計
画
の

中
で
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答
弁　

市
街
地
循
環
ル
ー
ト
は
、

既
に
民
間
路
線
の
運
行
が
あ
る
の

で
検
討
の
予
定
は
な
い
が
、
増
便

や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
民
間
運

行
事
業
者
に
要
望
等
の
情
報
提
供

を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り

た
い
。

再
質
問　

本
市
で
は
ふ
れ
あ
い
バ

ス
と
路
線
バ
ス
の
競
合
が
課
題
と

し
て
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
賃

改
定
も
検
討
事
項
と
し
て
い
る
。

再
質
問　

規
模
を
拡
大
す
る
に
し

て
も
、
家
族
農
業
で
は
限
界
も
あ

る
し
、
今
の
米
価
で
は
採
算
が
合

わ
な
い
。
そ
の
事
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

１
俵
60
㎏
作
る
の
に
１
万�

４
～
５
千
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
採
算
が
合
わ
な
い
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
事
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問
３　

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

農
家
の
思
い
は
十
分
に
承

知
し
て
い
る
。
今
後
も
持
続
可
能

な
農
業
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
ま
で
、
戦
後
ま
も
な
く
は
お

米
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

国
の
政
策
は
な
ん
な
の
か
。
私
も

農
家
で
育
っ
て
い
た
の
で
、
よ
く

分
か
る
。

　

農
業
問
題
は
本
当
に
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
市
議
の
皆
さ

ん
方
も
畑
や
田
ん
ぼ
を
良
く
歩
い

て
見
て
ほ
し
い
。
国
レ
ベ
ル
だ
け

で
な
く
市
議
会
で
も
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

値
上
げ
を
す
る
な
ら
ば
、
シ
ル
バ

ー
パ
ス
の
継
続
と
路
線
バ
ス
の
補

助
を
増
や
し
、
例
え
ば
市
街
地
循

環
ル
ー
ト
で
均
一
運
賃
と
す
る
な

ど
路
線
バ
ス
の
値
下
げ
を
検
討
で

き
な
い
か
。

答
弁　

令
和
７
年
度
の
ル
ー
ト
の

再
編
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
大

幅
増
便
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
賃
値
上
げ
は
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
、
印
西
市
地
域
公
共
交
通
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て

い
く
。
市
街
地
循
環
ル
ー
ト
の
均

一
運
賃
の
た
め
の
補
助
金
は
、
現

時
点
で
は
考
え
は
な
い
。

個人質問

個人質問

問

問

今
後
の
農
業
支
援
は
ど
う
か

ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
増
便
で
き
な
い
か

答
新
た
な
関
連
予
算
を
上
程
し
て
い
る

答
令
和
７
年
度
に
大
幅
に
増
便
す
る

伊
藤 

真
一 

議
員

松
本 
有
利
子 

議
員

個
人
質
問

個
人
質
問

家族農業でガンバル

帯状疱疹の症例

Shake Handsが設置・補充の生理用品
印旛支所トイレふれあいバス
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質
問　

全
国
的
に「
不
適
切
保
育
」

の
報
道
が
相
次
い
で
い
る
。
印
西

市
で
も
子
ど
も
人
口
の
急
増
で
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
場
が
急
激
に

増
加
し
た
。
量
的
拡
大
に
「
保
育

の
質
」は
追
い
つ
い
て
い
る
の
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

不
適
切
保
育

の
報
道
を
受
け
、
国
に
よ
る
「
保

育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
の
不
適

切
な
保
育
へ
の
対
応
等
に
関
す
る

実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。

再
質
問　

調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

答
弁　

保
護
者
等
か
ら
疑
わ
れ
る

事
案
の
相
談
は
あ
る
。
事
実
確
認

質
問
１　

民
生
委
員
児
童
委
員
の

定
数
に
対
す
る
選
任
状
況
は
。

福
祉
部
長　

令
和
４
年
12
月
の
一

斉
改
選
時
で
、
定
数
１
５
９
名
に

対
し
、
１
１
２
名
が
委
嘱
さ
れ
、

令
和
５
年
４
月
に
16
名
が
新
た
に

委
嘱
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

再
質
問　

民
生
委
員
児
童
委
員
協

力
員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
。

答
弁　

効
果
や
課
題
を
調
査
研
究

し
、
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
意
見
を
聞
き
、検
討
し
た
い
。

再
質
問　

現
場
の
一
人
で
も
望
め

ば
、
活
動
の
負
担
軽
減
や
活
動
の

充
実
の
た
め
、
協
力
員
制
度
導
入

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
２　

国
の
定
め
る
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
お
け
る
保
育
士
の
配
置
基

準
の
規
定
は
、
最
低
基
準
と
い
う

理
解
は
あ
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

最
低
基
準
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　

県
の
基
準
は
ど
う
か
。

等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
県

へ
状
況
報
告
を
行
っ
た
。

再
質
問　

県
へ
の
報
告
は
「
必
要

に
応
じ
て
」
な
の
か
。
そ
れ
が
印

西
市
の
判
断
基
準
な
の
か
。

答
弁　

厚
生
労
働
省
の
手
引
き
を

参
考
に
判
断
し
て
い
る
。

再
質
問　
「
参
考
に
し
て
」「
必
要

に
応
じ
て
」
だ
と
担
当
に
よ
っ
て

判
断
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

市
の
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

保
護
者
の
安
心
に
つ
な
が
る
。
監

査
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

人
材
は
確
保
で
き
て
い
る
か
。

答
弁　

保
育
課
職
員
が
２
名
で
計

画
的
、効
率
的
に
実
施
し
て
い
る
。

再
質
問　

担
当
課
職
員
は
異
動
も

あ
る
。
保
育
の
現
場
を
よ
く
知
る

ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
の
再
任
用
職
員

が
即
戦
力
の
人
材
に
な
る
と
考
え

る
。専
門
職
に
活
躍
し
て
も
ら
い
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
監
査
チ
ー
ム

を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　

再
任
用
職
員
の
登
用
も
可

能
で
あ
る
。

答
弁　

国
の
定
め
た
基
準
を
超
え

て
、
運
営
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

再
質
問　

保
育
の
質
を
担
保
し
な

が
ら
、
子
ど
も
を
安
全
に
保
育
す

る
た
め
に
、
ま
た
、
保
育
士
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
市
独
自
の
国

の
基
準
を
超
え
る
保
育
士
の
配
置

基
準
を
設
け
る
こ
と
が
、「
子
育

て
優
先
の
ま
ち
い
ん
ざ
い
」
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

引
き
続
き
子
育
て
世
代

が
、
働
き
な
が
ら
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

個人質問

個人質問

問

問

印
西
市
に
「
不
適
切
保
育
」
は
な
い
か

民
生
委
員
協
力
員
制
度
導
入
は

答
保
育
現
場
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く

答
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

増
田 

葉
子 

議
員

海
老
原 

作
一 

議
員

質
問　

常
時
の
見
守
り
・
声
か
け

活
動
を
推
進
す
る
具
体
的
対
応
策

は
何
か
伺
う
。

市
長　

現
在
「
印
西
市
高
齢
者
地

域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

等
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年

１
月
現
在
、
25
事
業
者
に
日
常
業

務
の
中
で
、
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
、
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
利

用
者
宅
や
独
居
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
て
、
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

再
質
問　

自
然
災
害
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
各
町
内
会
防
災
委
員

会
が
整
備
し
た
「
避
難
行
動
要
支

援
者
同
意
者
名
簿
」
を
活
用
し
た

「
独
居
高
齢
者
」
の
見
守
り
活
動

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

令
和
２
年
策
定
の

「
印
西
市
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
行
動
」
に
基
づ
き
、
自
主

防
災
組
織
、
町
内
会
等
、
民
生
委

員
児
童
委
員
に
、
避
難
行
動
要
支

援
者
の
う
ち
、
情
報
提
供
に
同
意

し
た
方
の
名
簿
情
報
を
提
供
し
、

日
頃
か
ら
、
要
支
援
者
に
対
す
る

見
守
り
や
声
か
け
に
努
め
て
い
る
。

再
質
問　

対
応
策
を
全
町
内
会
で

実
施
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
検
討

し
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　

同
意
者
名
簿
は
、
情
報
漏

洩
防
止
の
必
要
か
ら
、
名
簿
受
領

書
兼
誓
約
書
を
提
出
し
た
前
述
関

係
団
体
等
に
提
出
し
て
い
る
の
で
、

全
て
の
関
係
団
体
に
提
供
で
き
る

よ
う
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

個人質問

問
孤
独
死
の
な
い
地
域
環
境
の
推
進
は

答
見
守
り
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
中

柿
原 

健
一 

議
員

個
人
質
問

個
人
質
問
／
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

一人住まいの高齢者を見守れるまちに

戦後70年、保育園の人員配置基準は
改善されていない

広報誌　民児協いんざい創刊号

◆ ◆ ◆ ◆ 市 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ◆ ◆ ◆ ◆

　先の印西市議会議員一般選挙で当
選した22人の議員が５月16日に就任
後初となる第２回臨時会に臨みます。
　また、６月６日からの定例会にお
いては、６月７日から６月13日に一
般質問を行います。
　初当選議員はもちろん、再選され
た議員も、これからの印西市をより
住みよいまちにするために、議会で
議論を交わしていきます。
　皆さんの選んだ議員が交わしてい
る議論を、ぜひお聴きください。

※�６月定例会の会期予定及び日程は24ページに掲載していますが、変更になる
場合もありますので、最新の日程はホームページでご確認ください。�
なお、一般質問はインターネットによる生中継と録画配信を行っています。
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【
議
案
第
22
号　

印
西
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
健
康
保
険
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条

例
中
の
出
産
育
児
一
時
金
の
額

を
改
め
る
も
の
。

　
　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
、

40
万
８
千
円
が
48
万
８�

千
円
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

全
国
的
に
50
万
円
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
残
り
の
１
万
２�

千
円
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
　
　
　

１
万
２
千
円
は
、
産

科
医
療
補
償
制
度
へ
の

掛
金
分
を
加
算
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
は
何
件

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

問答問

　
　
　
　

当
初
予
算
で
は
、
改

正
前
の
単
価
で
65
件
分

を
計
上
し
て
い
る
。
不
足
分
に

つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で
対
応

す
る
。

　
　
　
　
流
産
や
死
産
で
あ
っ

た
方
も
対
象
に
な
る
の

か
。

　
　
　
　

妊
娠
12
週
以
上
が
今

回
、
出
産
育
児
一
時
金

の
対
象
に
な
る
。

答問答

【
議
案
第
１
号　

印
西
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定
】

【
内
容
】
市
民
の
主
体
的
な
市

政
参
画
を
促
進
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
更
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
民
、
各
種
団
体
及
び
学

識
経
験
者
等
を
委
員
と
し
た
印

西
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
。

　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
が
第
４
次
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
が
男
女
共
同
参

画
社
会
に
資
す
る
会
議
と
し
て

対
応
し
て
き
た
が
、
会
議
形
態

や
構
成
員
を
見
る
と
、
附
属
機

関
に
値
す
る
と
判
断
し
た
の

で
、
改
め
て
整
理
し
、
第
4
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
諮
問

し
、
答
申
の
形
で
回
答
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問答

総務企画常任委員会 出
産
育
児
一
時
金
40
万
８
千
円
が

48
万
８
千
円
に

各 常 任 委 員 会 の 審 査
　印西市議会では、すべての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
　３月３日に総務企画常任委員会、３月６日に文教福祉常任委員会、３月７日に建設経済常
任委員会をそれぞれ開催しました。
　委員会で行われた議案に対する主な質疑及びその答弁の一部を掲載します。【

議
案
第
８
号　

印
西
市
立
幼
稚

園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
瀬
戸
幼
稚
園
を
も
と
の
幼

稚
園
に
集
約
し
、
閉
園
と
す
る
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
園
児
数

は
。

　
　
　
　

瀬
戸
幼
稚
園
の
在
園
５

歳
児
12
人
、
も
と
の
幼
稚

問答

園
の
２
０
０
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
集
約
後
も
印
旛
方
面
に

幼
稚
園
バ
ス
を
回
す
の
か
。

　
　
　
　

今
ま
で
ど
お
り
運
行
す

る
。

【
議
案
第
４
号　

印
西
市
文
化
ホ

ー
ル
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
の

管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、
印
西
市
文
化

ホ
ー
ル
事
業
基
金
を
廃
止
す
る
。

　
　
　
　
基
金
は
ど
の
よ
う
に
指

定
管
理
者
制
度
の
中
で
移

行
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　

仕
様
書
に
、
優
れ
た
文

化
芸
術
の
芸
術
鑑
賞
、
市

内
の
青
少
年
や
新
進
芸
術
家
等
の

育
成
事
業
、
文
化
芸
術
、
伝
統
文

化
の
普
及
、振
興
に
関
す
る
事
業
、

問答問答

地
域
の
魅
力
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
等
を
盛
り
込
ん
で
、
事
業
の
枠

組
み
の
中
で
文
化
芸
術
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。
２
千
万
円
全

て
自
主
文
化
事
業
で
使
う
こ
と
に

な
る
。

【
議
案
第
２
号　

印
西
市
い
じ
め

問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の

制
定
】

【
内
容
】
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
及
び
早
期
解
決
等
、
い

じ
め
防
止
の
た
め
の
対
策
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
児
童
等
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
新
規
に
条
例
を
制
定
す
る
。

　
　
　
　
既
に
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
る
他
市
町
村
が
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
当
市
が
今
こ
の
時

期
に
制
定
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う

な
判
断
か
。

　
　
　
　

以
前
か
ら
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
必
要
性
を
教
育

委
員
会
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
よ
う

や
く
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
状
況
。

問答

文教福祉常任委員会

　
　
瀬
戸
幼
稚
園
閉
園
へ

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結　果

議案第２号 印西市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定 可　決
議案第４号 印西市文化ホール事業基金条例を廃止する条例の制定 可　決
議案第６号 印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第７号 印西市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定 可　決

議案第８号 印西市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定 可　決

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

出産・育児をガンバっている親子を支援

閉園となる瀬戸幼稚園

お知らせ

総務企画常任委員会の
審査の様子はこちらから。

文教福祉常任委員会の
審査の様子はこちらから。お知らせ

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結　果

議案第１号 印西市男女共同参画推進委員会設置条例の制定 可　決
議案第21号 印西市印鑑条例の一部を改正する条例の制定 可　決
議案第22号 印西市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可　決
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討
論
／
陳
情

【
議
案
第
３
号　

特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産

業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
印
西
市
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
創
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、

同
実
施
隊
員
に
か
か
る
報
酬
額
を

設
定
す
る
。

　
　
　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
額
が
日
額
８
千

円
と
い
う
額
に
決
定
し
た
理
由

は
。

　
　
　
　

報
酬
の
考
え
方
は
、
国

か
ら
の
通
知
に
、
鳥
獣
捕

獲
等
の
活
動
時
間
や
業
務
の
負
担

等
を
考
慮
し
て
、
１
日
当
た
り

問答

８
千
円
を
標
準
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
額
を
決
定

し
た
も
の
。

　
　
　
　
こ
の
法
律
が
い
つ
か
ら

出
来
て
い
て
、
何
故
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
防
止
の

特
別
措
置
法
が
、
平
成
19

年
に
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元

の
方
々
と
実
施
隊
の
設
置
に
つ
い

問答

て
協
議
し
、
岩
戸
地
区
の
取
り
組

み
の
話
と
な
り
、
令
和
５
年
４
月

以
降
に
創
設
す
る
運
び
と
な
っ

た
。

　
　
　
　
実
施
隊
の
業
務
内
容
と

人
数
、
資
格
と
任
期
に
つ

い
て
は
。

　
　
　
　

実
施
隊
員
は
イ
ノ
シ
シ

の
わ
な
の
設
置
や
、
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
、
そ
れ
以
外
の
方
に

は
、
わ
な
の
見
回
り
や
餌
や
り
を

行
っ
て
も
ら
う
。
令
和
５
年
度
当

初
は
、
岩
戸
地
区
は
５
名
程
度
で

任
期
は
２
年
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
に
つ
い

て
、
全
体
的
に
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。

　
　
　
　

報
酬
額
に
つ
い
て
は
職

務
内
容
、
近
隣
市
の
報
酬

額
の
状
況
等
に
よ
り
決
定
し
、
各

所
管
す
る
所
属
課
で
報
酬
額
の
見

直
し
等
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

全
体
的
な
見
直
し
は
現
状
で
は
考

え
て
い
な
い
。

問答問答

建設経済常任委員会
岩
戸
地
区
で

　
イ
ノ
シ
シ
駆
除
実
施
隊
を
設
置

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結　果

議案第３号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第５号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第19号 印西市道路線の変更 可　決

議案第20号 印西市道路線の認定 可　決

各
常
任
委
員
会
の
審
査

お知らせ

建設経済常任委員会の
審査の様子はこちらから。

本会議での討論（要約）
議
案
第
13
号

議
案
第
21
号

　

全
小
中
学
校
の
特
別
教
室
、
配

膳
室
、
体
育
館
の
空
調
設
置
へ
の

計
画
は
評
価
す
る
。
し
か
し
市
職

員
は
正
規
よ
り
非
正
規
が
多
い
。

特
に
会
計
年
度
職
員
は
女
性
が
多

く
福
祉
・
教
育
部
門
に
集
中
し
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
は
な
い
。
毎
年

訴
え
て
い
る
が
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
市
の
豊
か
な
財
政
力
を
非
正

規
か
ら
正
規
へ
と
転
換
し
て
こ
そ

住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
な
る
の
だ
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
は
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
、
今
の

政
府
の
進
め
方
と
、
目
的
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
だ
に
不
安

定
な
状
態
で
の
運
用
で
、
安
全
性

を
確
実
に
し
た
上
で
運
用
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
目
的
に
つ
い

て
は
、個
人
情
報
を
何
の
た
め
に
、

ど
こ
ま
で
必
要
と
す
る
の
か
、
今

の
政
府
は
信
用
出
来
な
い
。

　
「
住
み
よ
さ
実
感
都
市　

ず
っ

と
こ
の
ま
ち　

い
ん
ざ
い
で
」
と

掲
げ
る
市
総
合
計
画
の
第
一
次
基

本
計
画
に
従
い
、
実
現
に
向
け
、

よ
り
確
実
な
事
業
の
推
進
を
図
る

よ
う
に
編
成
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
た
だ
、
当
初
予
算
は
通

せ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
必
要
が

あ
れ
ば
補
正
を
し
て
、本
当
に「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
祈
念
、

期
待
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

５
月
11
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
機
能
で
あ
る
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
機

能
が
搭
載
可
能
な
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、
公
的
証
明

書
の
発
行
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

開
始
さ
れ
る
。
ス
マ
ホ
に
格
納
さ

れ
た
電
子
証
明
書
と
生
体
認
証
機

能
を
利
用
す
れ
ば
、
カ
ー
ド
本
体

の
必
要
は
な
く
、
利
便
性
が
向
上

す
る
。
よ
っ
て
賛
成
と
す
る
。

陳
情
第
４
―
９
号

▼
日
本
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
と
し
て
、
普

天
間
基
地
周
辺
の
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く

空
・
水
・
土
の
安
全
の

保
障
を
求
め
る
陳
情�

�

〈
議
員
配
布
〉

陳
情
第
５
―
１
号

▼
大
軍
拡
・
大
増
税
の

中
止
に
関
す
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情�

�

〈
議
員
配
布
〉

陳
情
第
５
―
２
号

▼
旧
統
一
教
会
と
の
関

わ
り
に
つ
き
全
議
員
調

査
を
求
め
る
陳
情�

�

〈
議
員
配
布
〉

陳　
情
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令和４年度　議員の出欠簿を公開します

編
集
後
記

議
案
と
審
議
結
果
一
覧
／
議
員
出
席
簿
公
開

番　　号 件　　　　　名
《 議　案 》 　（ 市長提出議案 ）
議案第１号 印西市男女共同参画推進委員会設置条例の制定

議案第２号 印西市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定

議案第３号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第４号 印西市文化ホール事業基金条例を廃止する条例の制定

議案第５号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定

議案第６号 印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

議案第７号 印西市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

議案第９号 令和４年度印西市一般会計補正予算（第８号）

議案第10号 令和４年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第11号 令和４年度印西市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第12号 令和４年度印西市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第19号 印西市道路線の変更

議案第20号 印西市道路線の認定

議案第22号 印西市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

《 発　委 》 　（ 委員会提出議案 ）
発委案第１号 印西市議会会議規則の一部を改正する規則の制定

発委案第２号 印西市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定

※○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席、除＝除斥（※地方自治法の定めにより本人等が関係する議案の採決に加われません。）、
―＝その他　　※議長（中澤　俊介）は採決に加わりません。

番　　号 件　　　　　名

議
決
結
果

柿
原　
健
一

梶
原　
友
雄

藤
江　
研
一

松
本
有
利
子

伊
藤　
真
一

稲
葉　
　
健

小
川　
利
彦

米
井　
重
行

櫻
井　
正
夫

浅
沼
美
弥
子

岩
崎　
成
子

海
老
原
作
一

近
藤　
瑞
枝

藤
代　
武
雄

増
田　
葉
子

松
尾　
榮
子

軍
司　
俊
紀

金
丸　
和
史

板
橋　
　
睦

山
田
喜
代
子

玉
木　
　
実

中
澤　
俊
介

《 議　案 》 　（ 市長提出議案 ）

議案第８号 印西市立幼稚園設置条例の一部を改正す
る条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第13号 令和５年度印西市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第14号 令和５年度印西市国民健康保険特別会計
予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第15号 令和５年度印西市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第16号 令和５年度印西市後期高齢者医療特別会
計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第17号 令和５年度印西市水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第18号 令和５年度印西市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

議案第21号 印西市印鑑条例の一部を改正する条例の
制定 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ︱

　本会議は定例会が４回、臨時会が２回開催されました。
　委員会については常任委員会（総務企画・文教福祉・建設経済・予算審査）、議会運営委員会及び決算審査特別委員会が開催
されましたが、各委員会ごとに開催回数が異なるため、出席必要日数も各議員によって異なります。また、正副議長も各委員会
等に随時出席していますが、出欠簿には記載していません。

議
席
番
号

議員氏名

本会議 常任委員会 議会運営委員会 特別委員会 全員協議会
出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

１ 柿　原　健　一 28 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
２ 梶　原　友　雄 28 1 0 14 1 0 0 0 0 4 0 0 5 1 0
３ 藤　江　研　一 28 0 0 13 0 0 13 0 0 0 0 0 5 0 0
４ 松　本　有利子 28 0 0 14 0 0 0 0 0 4 0 0 5 0 0
５ 伊　藤　真　一 28 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
６ 稲　葉　　　健 28 0 0 14 0 1 13 0 1 4 0 0 5 0 0
７ 小　川　利　彦 28 2 0 13 0 0 0 0 0 4 0 0 5 0 0
８ 米　井　重　行 28 0 2 12 0 1 13 1 0 0 0 0 5 1 0
９ 櫻　井　正　夫 28 0 1 13 3 0 0 0 0 4 0 0 5 1 0
10 浅　沼　美弥子 28 0 0 13 0 0 0 0 0 4 0 0 5 0 0
11 岩　崎　成　子 28 1 2 12 1 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
12 海老原　作　一 28 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
13 近　藤　瑞　枝 28 0 0 14 3 0 0 0 0 4 0 0 5 0 0
14 藤　代　武　雄 28 0 0 13 0 1（公務） 13 1 0 0 0 0 5 0 0
15 増　田　葉　子 28 0 0 13 0 0 13 1 0 0 0 0 5 0 0
16 松　尾　榮　子 28 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
17 軍　司　俊　紀 28 0 0 14 0 0 13 0 0 4 0 0 5 0 0
18 金　丸　和　史 28 0 1 12 0 0 13 3 0 0 0 0 5 0 0
19 板　橋　　　睦 28 1 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
20 山　田　喜代子 28 0 0 13 0 0 13 0 0 4 0 0 5 0 0
21 玉　木　　　実 28 0 1 7 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
22 中　澤　俊　介 28 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

令和５年第１回定例会　全会一致（可決・適任）議案一覧 令和５年第１回定例会　議案と審議結果一覧

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
も
、
い
よ
い
よ
最
終
号
と
な
り
ま

す
。

　

途
中
で
２
０
０
号
を
発
行
し
た
こ
と

は
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員
長

と
し
て
思
い
出
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
以
降
に
、
年
４
回
の
発
行

を
続
け
、
52
年
も
経
過
し
て
い
ま
す
。

何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
た
議
会
だ
よ

り
の
発
行
も
、
他
市
で
発
行
し
て
い
る

議
会
だ
よ
り
と
比
較
す
る
と
わ
か
り
ま

す
。
印
西
市
の
歴
史
は
、
ま
っ
た
く
平

坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
千
葉
の
過
疎
地
と

呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
数
年
の
発
展
は
す
さ
ま
じ
く
、
印
西

市
に
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
集

積
し
て
い
る
こ
と
で
「
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
」

と
い
う
地
名
が
世
界
に
通
用
す
る
ほ
ど

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
も
、
広
報
宣
伝
の

一
環
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
視
察

に
行
っ
た
先
進
市（
奥
州
市
・
雫
石
町
）

の
よ
う
に
、
更
に
充
実
し
た
広
報
紙
に

す
る
こ
と
を
熱
望
し
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
苦
労
も
忘
れ
ず
、
子
ど

も
や
孫
に
も
誇
れ
る
我
が
印
西
市
に
し

た
い
も
の
で
す
。

�
（
玉
木
）

［
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
］

�

委
員
長　
　

玉
木　
　

実

�

副
委
員
長　

海
老
原
作
一

�

委　

員　
　

柿
原　

健
一

�

　

〃　
　
　

藤
江　

研
一

�

　

〃　
　
　

伊
藤　

真
一

�

　

〃　
　
　

櫻
井　

正
夫

編
集
後
記
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い
ん
ざ
い

議
会
だ
よ
り

■
発
行
／
千
葉
県
印
西
市
議
会

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
２
７
０
―

１
３
９
６　
印
西
市
大
森
２
３
６
４
―

２�
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
city.inzai.chiba.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
４
７
６（
33
）４
６
１
４　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
４
７
６（
42
）５
２
９
９　
　
　
　
発
行
日
／
令
和
５
年
５
月
14
日

No.
２
０
４

有機溶剤を大幅に削減し、大気や作業環境にやさしいベジタブルインキを使用しています。

た
。
そ
れ
に
伴
い
市
の
固
定

資
産
税
収
が
大
幅
に
上
が

り
、
市
の
財
政
力
は
浦
安
市

や
成
田
市
に
肩
を
並
べ
る
程

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
増
え
た
税
収
を

よ
り
良
い
印
西
市
に
変
え
て

い
け
る
よ
う
な
政
策
に
使
っ

て
欲
し
い
で
す
。

　

私
は
小
さ
い
頃
に
地
元
の

田
ん
ぼ
で
野
生
の
蛍
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
原

っ
ぱ
に
き
つ
ね
が
生
息
し
て

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今

で
は
ど
ち
ら
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
然

豊
か
な
環
境
を
守
り
つ
つ
、

住
み
や
す
い
街
、
市
民
か
ら

愛
さ
れ
る
街
、
市
外
か
ら
も

人
が
集
ま
る
よ
う
な
街
に
発

展
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

一
歳
の
時
か
ら
印
西
市
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
最
近
駅

で
「
人
口
十
一
万
人
突
破
」

と
い
う
文
字
を
見
か
け
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
で
、
新
し
い

家
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
、
駅

を
使
う
人
も
多
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　

私
が
十
数
年
住
み
続
け
て

い
る
印
西
市
は
今
で
も
街
並

み
を
変
え
続
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
去
年
世
界
的
な
企

業
の
グ
ー
グ
ル
が
こ
の
印
西

市
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

市
民
の
声

『
こ
の
先
の�

�
印
西
市
へ
』

　
印
旛
明
誠
高
等
学
校

�

３
年　
宮み

や

川か
わ　

真ま

綺き

第２回臨時会／第２回定例会　会期予定及び日程
　第２回臨時会は、５月
16日（火）、第２回定例会
は、６月６日（火）から６
月27日（火）までの会期予
定です。
　新型コロナウイルス感
染拡大の状況などにより、
予定が変更となる場合が
あります。
　最新の日程は、ホーム
ページでご確認ください。

　また、議会の傍聴にあ
たっては、新型コロナウ
イルスの感染防止対策に
ご協力をお願いします。
　なお、インターネット
による本会議のライブ中
継及び委員会の録画中継
を配信しておりますので、
ご利用ください。
　詳細については、議会
事務局までお問い合わせ
ください。

【印西市議会事務局】
☎ 0476（33）4614

日 月 火 水 木 金 土
5/14 5/15 5/16 5/17 5/18 5/19 5/20

第２回
臨時会

5/21 5/22 5/23 5/24 5/25 5/26 5/27

5/28 5/29 5/30 5/31 6/1 6/2 6/3

議会運営
委員会

6/4 6/5 6/6 6/7 6/8 6/9 6/10

本会議
（議案上程）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

6/11 6/12 6/13 6/14 6/15 6/16 6/17

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

予算審査
常任委員会

総務企画
常任委員会

6/18 6/19 6/20 6/21 6/22 6/23 6/24

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

6/25 6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 7/1
議会運営
委員会

正副委員長会議

本会議
（議案の採決）

いんザイ君Ⓒ　2011　Inzai City


